
き
ん 

ま

平成１９年１１月号（ 17 ） 広　報　か　み

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

《
展
　
示
》

　
西
岡
瑞
穂
の
６０
年
に
わ
た
る

画
業
を
ふ
り
返
り
、
実
在
感
の

あ
る
重
厚
な
作
品
約
４０
点
を
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
１１
月
１７
日
（
土
）
〜

１２
月
２４
日
（
月
・
祝
）

【
開
館
時
間
】
９
時
〜
１７
時

（
入
場
は
１６
時
３０
分
ま
で
）

※
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

【
場
所
】
市
立
美
術
館

蕁
５３
│

５
１
１
０

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
円
、

長
寿
手
帳
提
示
１
５
０
円
、
障

害
者
手
帳
提
示
無
料
・
高
校
生

以
下
無
料

 

《
イ
ベ
ン
ト
》 

 
香
北
も
み
じ
祭
り

  

滝
を
彩
る
紅
葉
の
下
、
風
情

あ
る
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

【
内
容
】
野
点
と
琴
の
演
奏

◆
轟
の
滝
（
香
北
町
猪
野
々
）

　
滝
の
茶
屋
前

・
日
時
＝
１１
月
１７
日
（
土
）
　

　
　
　
　
１１
時
〜
１５
時

◆
大
荒
の
滝
（
香
北
町
谷
相
）

　
木
馬
茶
屋
前

・
日
時
＝
１１
月
１８
日
（
日
）

　
　
　
　
１１
時
〜
１５
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】
香
北
支
所

業
務
管
理
課
蕁
５９
│

２
３
１
５

 

〔
茶
屋
営
業
〕

 

お
そ
ば
、
お
で
ん
、
お
寿
司

な
ど
を
販
売
す
る
紅
葉
の
時
期

限
定
の
お
店
で
す
。
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
滝
の
茶
屋
（
轟
の
滝
）

・
日
時
＝
１１
月
１
日
〜
３０
日

（
平
日
は
休
み
の
場
合
あ
り
）

９
時
〜
１６
時

◆
木
馬
茶
屋
（
大
荒
の
滝
）

蕁
５８
│

３
８
３
８
（
※
営
業

期
間
中
の
み
）

・
日
時
＝
１１
月
１０
日
〜
２５
日

（
土
日
の
み
）
１０
時
〜
１６
時

 

《
相
　
談
》 
 

無
料
調
停
相
談
会

 

【
日
時
】
１１
月
１５
日
（
木
）

　
　
　
　
９
時
３０
分
〜
１６
時

【
場
所
】
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ

か
る
ぽ
ー
と
２
階
小
ホ
ー
ル

【
相
談
内
容
】
※
予
約
不
要

 
調
停
制
度
を
活
用
す
る
方
法

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
民
事
…
交
通
事
故
、
金
銭
貸

借
、
土
地
・
建
物
、
公
害
等

・
家
事
…
離
婚
、
財
産
分
与
、

親
権
、
相
続
、
扶
養
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
調
停
協
会
連
合
会
事
務
局

蕁
０
８
８
│

８
７
２
│

７
８
８
４

※
月･

水･

金
曜
日
９
時
〜
１６
時

《
募
　
集
》 
 

自
衛
官
採
用
試
験

 

（
２０
年
３
、４
月
採
用
）

 

【
受
験
資
格
】
平
成
２０
年
４
月

１
日
現
在
、
１８
歳
以
上
２７
歳
未

満
の
男
子

【
受
付
期
間
】

 

１２
月
５
日
（
水
）
ま
で

【
試
験
日
】
１２
月
６
日
（
木
）

【
試
験
地
】
高
知
市
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
安
芸
地
域
事
務
所

蕁
０
８
８
７
│

３５
│

２
７
４
９

 

《
お
知
ら
せ
》 

 

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

山
中
で
は
ご
注
意
を
！

 

　
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

狩
猟
期
間
は
、
１１
月
１５
日
か
ら

平
成
２０
年
３
月
１５
日
ま
で
、
そ

れ
以
外
の
狩
猟
鳥
獣
に
つ
い
て

は
、
平
成
２０
年
２
月
１５
日
ま
で

で
す
。

 

香
美
市
で
は
、
特
定
猟
具
使

用
禁
止
区
域
（
銃
）
、
鳥
獣
保

護
区
を
除
く
全
域
で
銃
器
、
わ

な
で
の
狩
猟
が
行
わ
れ
ま
す
。

山
道
を
歩
く
際
な
ど
に
は
十
分

ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
林
政
課
（
物
部
支
所
）

蕁
５８
│

３
１
２
０

・
香
北
支
所
業
務
管
理
課

蕁
５９
│

２
３
１
５

・
農
政
課
内
林
政
課
支
所

蕁
５３
│

１
０
６
２

   

高
知
矯
正
展

  

非
行
少
年
や
犯
罪
者
の
社
会

復
帰
に
温
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
内
容
】

・
矯
正
資
料
コ
ー
ナ
ー

・
性
格
検
査
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即

売
（
刑
務
所
等
の
矯
正
施
設

で
製
作
し
て
い
る
製
品
の
中

か
ら
木
工
、
工
芸
品
、
漆
器

製
品
、
革
製
品
な
ど
を
出
品

予
定
）

【
日
時
】
１１
月
１８
日
（
日
）

９
時
〜
１５
時
３０
分

【
場
所
】
高
知
刑
務
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
刑
務
所

蕁
０
８
８
│

８
６
６
│

５
４
５
４

第
１３
回
企
画
展

『
西
岡
瑞
穂
展
―
い
ご
っ
そ
う

画
家
が
描
い
た 

パ
リ
、
諏
訪
、

高
知
―
』

 

「靖子像」西岡瑞穂



年 金
だより
年 金
だより

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」を
送
付
し
ま
す

【実施期間】１１月９日（金）～１５日（木）

◆３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
◆４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
・お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
 

つけましたか？住宅用火災警報器！
 
  火災の早期発見に大変有効な住宅用火災警報器、消防法および市町村条例により、すべての住宅に
住宅用火災警報器等の設置が義務づけられました。
○新築住宅は…平成１８年６月 １日から
○既存住宅は…平成２３年６月 １日から
※もしものために、消火器も備えておきましょう。
 
【問い合わせ先】消防本部消防課予防係　蕁５３－４１７６

平成１９年　秋季全国火災予防運動
      『火は見てる あなたが離れる その時を』

（平成１９年度全国統一防火標語）

平成１９年１１月号 （ 18 ）広　報　か　み

 

高
知
大
学
と

 

よ
り
一
層
の
発
展
を

  
高
知
大
学
は
、
地
域
・
企
業
・

自
治
体
・
学
校
等
の
皆
さ
ま
と

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地

域
の
活
性
化
に
向
け
ま
し
て
「
科

学
・
技
術
相
談
（
各
種
相
談
）
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
師
派
遣

や
共
同
研
究
、
新
た
な
産
業
・

技
術
開
発
な
ど
幅
広
く
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
の

方
は
国
際
・
地
域
連
携
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
高
知
大

学
国
際
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８
│

８
４
４
│

８
５
５
５

 

回
収
し
ま
す
！

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

  

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
地
球
環

境
保
護
の
た
め
、
古
く
な
っ
た

電
話
帳
を
積
極
的
に
回
収
し
て
、

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
（
１１

月
中
に
お
届
け
予
定
）
を
受
け

と
ら
れ
た
際
に
、
ご
不
要
と
な

っ
た
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

 

ま
た
、
配
達
当
日
に
ご
不
在

の
場
合
は
、
後
日
あ
ら
た
め
て

回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

薔
０
１
２
０
│

５
０
６
│

３
０
９

 

寄
　
付

　
香
美
市
へ

 

　
萩
野
泰
代
さ
ん
（
物
部
町
山

崎
）
か
ら

　
一
般
寄
付
と
し
て
１０
万
円
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

  

片
地
小
学
校
へ

  

明
石
　
正
さ
ん
（
土
佐
山
田

町
宮
前
町
）
か
ら

 

同
校
の
教
育
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
２０
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント



　
生
命
保
険
会
社
等
が
発
行
す

る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
国

民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

を
１１
月
上
旬
（
ま
た
は
、
平
成

２０
年
２
月
上
旬
）
に
送
付
し
ま
す
。

 

控
除
証
明
書
は
、
平
成
１９

年
中
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
た

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
を

証
明
す
る
書
類
で
す
。
こ
の
証

明
書
に
は
、
平
成
１９
年
１
月
か

ら
９
月
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ

た
国
民
年
金
保
険
料
額
（
口
座

振
替
者
は
１０
月
１
日
引
き
落
と

し
分
ま
で
）
と
、
年
内
に
納
付

が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見

込
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

 

年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
際

に
は
、
こ
の
証
明
書
や
領
収
証

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

 

１０
月
か
ら
１２
月
ま
で
の
間

に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
こ
の
証
明
書
の
発
送
は

平
成
２０
年
２
月
上
旬
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
と
き
も
、
社
会
保
険

料
控
除
の
適
用
に
な
り
ま
す
の
で
、

納
付
さ
れ
た
方
が
そ
の
保
険
料

額
を
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
証
明
書
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
窓
口
（
設
置
期
間
＝
１１
月

１
日
〜
平
成
２０
年
３
月
１４
日
、

平
日
９
時
〜
１７
時
）

蕁
０
５
７
０
│

０
０
│

９
９
１
１

※
　
証
明
書
お
よ
び
領
収
証
書

を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
お

近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

休
日
・
時
間
外
の

 

年
金
相
談
（
１１
月
）

 

県
内
４
つ
の
社
会
保
険
事
務

所
で
実
施
。

◆
相
談
受
付
時
間
の
延
長

【
日
時
】
毎
週
月
曜
日

１９
時
ま
で
延
長

◆
休
日
の
年
金
相
談
日

【
日
時
】
１１
月
１０
日
（
土
）
、

１１
日
（
日
）
、
２４
日
（
土
）
、

２５
日
（
日
）

い
ず
れ
も
９
時
３０
分
〜
１６
時

年 金
だよりだより
年 金
だよりだより
年 金
だより

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」を
送
付
し
ま
す

控
除
証
明
書
」を
送
付
し
ま
す

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」を
送
付
し
ま
す

特
定
健
診
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

国
保
だ
よ
り
（
そ
の
３
）

平成１９年１１月号（ 19 ） 広　報　か　み

 

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平

成
２０
年
度
か
ら
国
保
被
保
険

者
４０
〜
７４
歳
を
対
象
に
「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
（
注

１
）
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
は

特
定
健
診
の
実
施
方
法
を
説
明

し
ま
す
。

 

①
実
施
形
態

　
　
従
来
の
検
診
車
に
よ
る
集

団
健
診
と
医
療
機
関
に
よ
る

個
別
健
診
を
併
用
し
て
実
施

し
ま
す
。

②
実
施
場
所

　
　
個
別
健
診
は
、
県
内
の
一

定
の
条
件
で
登
録
さ
れ
た
医

療
機
関
で
実
施
。
集
団
健
診

は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で

実
施
し
ま
す
。

③
実
施
時
期

　
　
個
別
健
診
は
上
半
期
に
実

施
予
定
で
、
集
団
健
診
は
下

半
期
に
実
施
予
定
で
す
。

※
た
だ
し
、
医
療
機
関
等
に

よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

④
実
施
内
容

　
　
必
須
項
目
と
し
て
、
問
診
・

身
体
計
測
（
腹
囲
測
定
が
追

加
）
・
診
察
・
血
圧
測
定
・

血
液
検
査
（
脂
質
、
血
糖
、

肝
機
能
、
貧
血
）
・
検
尿
が

あ
り
ま
す
。

※
従
来
の
基
本
健
康
診
査
の
検

査
項
目
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

⑤
受
診
方
法

　
　
事
前
に
郵
送
す
る
『
受
診

券
』
と
『
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
』
を
持
参
し
て
受

診
し
ま
す
。

⑥
健
診
対
象
者

　
香
美
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
４０
歳
〜
７４
歳
（
注

２
）
で
す
。

 

　
以
上
の
よ
う
な
実
施
方
法
に

変
わ
り
ま
す
。
自
分
自
身
の
生

活
習
慣
を
ふ
り
返
る
機
会
と
し

て
、
年
に
一
回
は
健
診
を
受
け
、

健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
保
険
課

国
保
係
　
蕁
５３
│

３
１
１
５

 

（
注
１
）
平
成
２０
年
度
か
ら

「
基
本
健
康
診
査
」
の
名
称
が
、

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

に
変
わ
り
ま
す
。

（
注
２
）
従
来
の
基
本
健
康
診

査
を
受
診
し
て
い
た
被
扶
養
者

の
方
（
市
町
村
の
国
民
健
康
保

険
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
）
は
、
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者
か
ら
「
特
定
健

診
」
等
に
つ
い
て
の
ご
案
内
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
案
内
に
準
じ

て
、
平
成
２０
年
度
か
ら
「
特

定
健
診
」
等
を
受
診
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。




